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インターネットトラヒック研究会（第１回） 

 

１ 日時 令和２年１２月１日（火） １５：３０～１７：３０ 

２ 場所：総務省第一特別会議室（８階）及びWEB会議 

３ 出席者 

○構成員 

林主査、内田構成員、江﨑構成員、桑津構成員、田澤構成員、田中構成員、中村構成員、

平野構成員、吉田構成員 

 

○オブザーバー 

一般社団法人 IPoE協議会 

一般社団法人 電気通信事業者協会 

一般社団法人 日本インターネットプロバイダー協会 

一般社団法人 日本ケーブルテレビ連盟 

一般社団法人テレコムサービス協会 

 

○ヒアリング対象者 

アカマイ・テクノロジーズ合同会社（伊藤メディアプロダクトマネジメント部 シニアプ

ロダクトマネージャー、金子マーケティング本部 シニアプロダクトマーケティングマネ

ージャー）、株式会社Jストリーム（早坂執行役員 プラットフォーム本部長、湯浅開発部

長、鍋島インフラ部長） 

 

○総務省 

谷脇総務審議官、竹内総合通信基盤局長、今川電気通信事業部長、吉田総合通信基盤局総

務課長、豊嶋情報通信政策課長、大村事業政策課長、川野料金サービス課長、大内料金サ

ービス課企画官、梅村データ通信課長、田畑データ通信課企画官、関沢データ通信課課長

補佐、武田データ通信課課長補佐 

 

４ 議事 

(1) 事務局説明(本研究会の開催について） 
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(2) 構成員・関係事業者からの発表 

 桑津構成員 

 吉田構成員 

 アカマイ・テクノロジーズ合同会社 

 株式会社Jストリーム 

(3) その他 

 

５ 議事要旨 

（資料1-1及び1-2に基づき事務局より説明。） 

【林座長】  ありがとうございました。 

 それでは、先ほどの事務局の御説明を受けまして、各構成員の先生方からコメントなり、

本研究会への期待を頂きたいと思います。併せまして、本件テーマとの関りにつきまして

も一言御発言を頂けましたら幸いに存じます。恐縮ではございますが、５０音順に、内田

構成員、江﨑構成員、桑津構成員、田澤構成員、田中構成員、中村構成員、平野構成員、

吉田構成員の順番に、恐れ入りますが、概ねお一人様２分以内程度で御発言をお願いでき

ればと存じます。 

 それでは、早速ではございますが、内田構成員、よろしくお願いいたします。 

【内田構成員】  内田でございます。本日、オンラインにて失礼いたします。よろしく

お願いいたします。私は、普段はトラヒックに関する研究もやりつつ、最近ですとセキュ

リティですとか、あとは機械学習に関する研究なども行っておりまして、技術の観点から

今回参加させていただいております。 

 今、このコロナ禍において、人々の行動ですとか、生活の様式も大きく変化したと言わ

れていて、それによってインターネットトラヒックの現状も大きく変化したのかと思って

おります。また、これからどのようにそれが変化していくのかということは、純粋にこの

学術的観点から見ても大変興味深いですし、また、そういったことについてこのような研

究会が立ち上がって取りまとめていくということは、大変意義深いのかと感じているとこ

ろです。 

 トラヒックのパターンが時間的にも空間的にも変わってきたということは、先ほどの事

務局資料に書かれていたようなことは、私も頭では定性的には理解しているものの、定量
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的、具体的にはどうなっているかということは少なくとも私は十分に把握できていなくて、

恐らくそうした情報はまだどこにも集約されていないのかと思いますので、非常に関心を

持って参加させていただいております。 

 一方で、このインターネット技術、研究開発は時代を先取りするような形で進められて

きたと思いますので、そしてまたこのコロナ禍がインターネット技術の活用とか、あるい

はオンライン化を一気に進めたとも言われていますので、そういったときに過去の研究開

発の蓄積が活用されていけばいいのかと思っています。そういった意味ですと、今回のこ

の研究会の取りまとめの結果が広く共有されて、新たな研究開発を後押しするようなこと

になればいいなと期待しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【林座長】  内田先生、ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、江﨑構成員、よろしくお願いいたします。 

【江﨑構成員】  江﨑でございます。大変重要な議論をしなければいけないだろうと思

います。１点目は、東京一極集中という話で、よく地方に、ということがあるわけですけ

れども、考えなければいけないのは、グローバルインフラストラクチャーとしてどう作っ

ていくかという観点で地方の拠点を考えると、今日、アカマイさんがお話になることにな

っているわけですが、もともとアカマイさんのＣＤＮって、アメリカ集中のコンテンツを

どうやってグローバルに配信するかというところからスタートしているわけで、そのよう

な意味での配信拠点をどう作っていくかというところでグローバルな観点というのも、グ

ローバルインフラストラクチャーも光ファイバーケーブル、それから、低軌道衛星がそろ

そろ入ってくるわけで、それを含めたところでのインフラの、日本に閉じたものではない

考察が必要になってくるのではないかと思います。そのような意味で言うと、地政学を含

めた議論が必要になるだろう。 

 それから、災害対策という観点での考え方も必要かと思って、これは多分、国土強靭化

を更に強化することになっているわけで、その観点からどうインフラストラクチャーを作

らなければいけないかというところも考えていくべきだろうと思いますし、関連をしてイ

ンフラをどんどん増やさなければいけないという状況で、増やすときにいろいろな制限が

まだあると思います。ファイバーが引けないというところは総務省に投じた話ではないわ

けですけれども、その制約をどう取っ払っていくかというのは、トラヒックの増加に対し

て非常に重要なことになってくるのではないかと思います。 

 最後は、今回のコロナで全ての、特に勉強をしている学生、児童、生徒に対してのイン
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フラの提供が必要だということも出てくるわけで、これが災害と多分組み合わせた形でど

のように彼らに、次の世代の人たちにサービスのインフラを提供するかという観点がとて

も重要ではないかと思います。以上です。 

【林座長】  江﨑先生、ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、桑津構成員、お願いいたします。 

【桑津構成員】  野村総合研究所の桑津でございます。 

 今回のテーマは、私も後ほどプレゼンテーションをさせていただくのですけれども、行

動変容ということで、移動などが制約されてきた中で、ある意味、その対応策みたいなも

のがほとんどデジタル、通信の方に非常に押し寄せてきているということで、先ほどの教

育もそうですし、交通もそうですし、働き方もそうですし、いろいろなものの社会インフ

ラが一斉にこのトラヒックに依存せざるを得ないという状況が出てきたのだと思います。

その面で、もちろん、これは通信事業者さんがなすべき大事な社会インフラのお話ですけ

れども、通信の枠をある意味超えた、社会全体の側から一遍にいろいろな要求がこれから

押し寄せてくるだろうということで、今はテレワークなどが注目を集めているわけです。

エッセンシャルワーカーの方もしかりですし、後ほど話ますが、例えば、対面の新規営業

１つ取っても、まだ全然乗っかってきておりません。今、世の中は、コロナの第３波とい

う言い方をしているわけですけれども、ホワイトカラーのテレワークに続く第２波、第３

波というのが、このトラヒック側にまた押し寄せてくるという構造が見えてきております

し、それは悪いことではなくて、むしろデジタル化を前に進めるいい方向なのだと考えて

おります。その面で、対処、対処という形で受け身に回るだけではなくて、一歩先んじて

対応することがよりよい方向へつながるという観点で検討に参画させていただければなと

思っております。以上です。 

【林座長】  桑津様、ありがとうございました。桑津様におかれましては、後ほど御報

告をお願いしております。 

 それでは、田澤構成員、お願いいたします。 

【田澤構成員】  田澤でございます。テレワークマネジメントの代表をしております、

田澤由利です。よろしくお願いいたします。私は長年、テレワークの推進をやってきてお

りまして、こちらの研究会の中で言いますと、技術的なことはもしかしたら勉強させてい

ただく形になるかと思っておりますが、今回のテレワークの広がりの中で大きな利用が進

んでいく中での、テレワークでの今まで考えられなかったような人数が、また、使い方が
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出てくる。利用の面から今回の何かお役に立てればと思っております。私自身も今日は北

海道の北見市から参加させていただいております。朝、窓を開けると真っ白でございまし

た。今回のテーマである地方においてのインターネット環境という視点もそうですし、今

申し上げましたテレワークという視点もそうです。また、私自身はこの８年間、北海道教

育委員として教育関係でのＩＣＴもいろいろと推進してきましたので、そういった中でも

自分の持てる知識を少しでもこちらにお役に立てるようにお話ししていきたいなと思って

おります。 

 また、先ほどもお話にありましたように、デスクワークとか、どちらかというとテレワ

ークしやすい人たちが、今、第一段階として感染防止の観点から実施していますけれども、

これからはロボットも含め、エッセンシャルワーカーの方もテレワークをする時代になっ

ていく。そういった広がりというか、そのようなことに関してもぜひ、どれぐらいのトラ

ヒックやインターネットが必要になるのかということを私としてもいろいろ考えていきた

いと思っております。インターネットは本当の意味でインフラもよく水道、ガス、電気と

かって言われますけれども、これからの社会においては一番に重要な基盤になっていくの

ではないかと思っております。この研究会での皆さんの御意見を伺いながら、私もいろい

ろ発言をさせていただければと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

【林座長】  田澤様、どうもありがとうございます。遠くからありがとうございました。 

 それでは、続きまして、田中構成員、お願いいたします。 

【田中構成員】  御紹介ありがとうございます。明治大学の田中絵麻です。昨年から明

治大学に赴任しておりますけれども、併せてマルチメディア振興センターの客員研究員と

しても研究を継続しております。このような重要な研究会に参画できることは自分にとっ

ても非常に勉強になりますし、何らかの形で貢献できればと思っています。特にこれまで

海外動向を研究してきたこと、また、近年では災害情報であったり、リテラシーの観点で

調査を進めておりますので、そういった観点から何らかの発言なり、意見なりをインプッ

トしていければと念じております。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

【林座長】  田中先生、ありがとうございます。 

 それでは、引き続きまして、中村構成員、お願いできますか。 

【中村構成員】  中央大学経済学部の中村と申します。どうぞよろしくお願いします。

今日は、実は教室から参加させていただいております。今の社会背景につきましては、先

生方とかなりの部分を共有していると考えておりますので、そこの辺りは省略させていた
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だきますけれども、私自身の専門は規制競争政策を主に研究してまいりました。特にＩＣ

Ｔの分野が中心ですけれども、同時に交通の分野も私は研究しております。この２つの分

野を比べますと、今日の非常に大きな課題であるインターネットの混雑の問題がＩＣＴで

はあるのですけれども、交通の分野では逆に移動するのがデータに置き換わっている状況

で需要が大きく落ち込んでいる状況にございます。方向は全然違う方向ですけれども、先

ほどの事務局からの御説明にもありましたとおり、数年分の変化が一気に押し寄せてきた

という状況を感じております。私は経済の分野ですので、今の状況は単に急速な変化に対

応し切れない部分であるのか、あるいは今までの規制、その他の制度が不足しているのか、

あるいはそれが、今までの制度がじゃまになっているのかという観点で今回の問題を観察

させていただけるといいかと思っております。他の先生方のお話にも非常に大事な社会イ

ンフラであるというお話がありましたけれども、社会インフラの方が混雑したりしてコス

トが高くなってくると、基礎的な部分でコストが生じてしまうと、日本の国際競争力にも

影響してくると思いますので、ここは非常に大きな課題であるなと感じております。そこ

をこのタイミングでしっかりと議論して日本の経済に貢献できるようなものが、提言が出

ますように、私としても何かしら貢献したいと考えております。私も技術についてはまだ

不勉強なところがあるかと思いますので、同時に勉強させていただく面もあろうかと思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

【林座長】  中村先生、ありがとうございます。 

 それでは、平野構成員、お願いいたします。 

【平野構成員】  主婦連合会の平野祐子と申します。よろしくお願いいたします。 

 私は六、七年ぐらい前に情報通信審議会 2020-ICT 基盤政策特別部会 基本政策委員会

に参加していたことがございまして、実はその当時もこのトラヒックの問題に少し触れて

いまして、都市圏に一極集中というのはどんなものだろうかということが話題になったこ

とを覚えています。久々にこちらの方に参りまして、もうその問題は解決していると勝手

に思っておりましたけれども、なかなか問題があるということを今回感じているところで

す。私は本当に一般の消費者でございます。私たち主婦連合会は高齢化が始まっており、

パソコンに触れない人も結構いるのですけれども、このコロナ禍で定例会等の会議や、学

習会などに出て来られない人が、参加するために皆さん恐る恐る御主人や御家族のパソコ

ンを使い出しまして、今、巷で言われておりますハイブリットでやっております。試行錯

誤の中で、通信がつながらない、どうやってやったらいいかということを毎回毎回やりな
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がら、やっと数か月たち皆さん慣れてきたところです。通信を利用した諸問題は若い方た

ち、これからの人たちだけではなく、私たちこれから高齢化に向かっていく者全てにとっ

て、医療であったり、福祉であったり、そのほかのことも生活に密着してくる事でもう後

戻りはできないのだなというのは感じております。ですから、このトラヒックの問題がど

んどん増えていくというのは、生活者としてあらゆる世代にとって自分ごとだと思います

ので、この研究会の意義というのは特に大事なものだと思って参加させていただいており

ます。技術的なことは本当によく分からないので、私もここで勉強させていただきながら、

共有化させていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

【林座長】  ありがとうございました。 

 それでは、最後に吉田構成員、お願いいたします。 

【吉田構成員】  御紹介いただきました吉田友哉でございます。今日はありがとうござ

います。私はＮＴＴコミュニケーションズでＩＳＰ事業をやっております。普段、ＯＣＮ

ですとか、ＶＰＮの企業のお客様のネットワークを見ている立場でございます。並びに、

先ほど御紹介がありましたけれども、インターネットトラヒック流通効率化検討協議会と、

名前が長いのですが、そちらを今年の４月、総務省さんと一緒に、現在３８社の皆さんに

入っていただいて、インターネットの様々な課題、トラヒックの問題、それから、災害対

策、地方分散といった、今日たくさんキーワードが並んでおりますが、そういったことを

まさに技術的な観点から今の課題を共有して解決していくという協議会をちょうど春に立

ち上げました。今までどちらかと言いますと、ＩＳＰ事業者の方では皆さん集まっていろ

いろな議論を重ねてきています。例えば、江﨑先生を中心にずっと昔からインターネット

のトラヒックの勉強会もやっております。ただ、昨今、様々な事業者がプレーヤーに参画

してきて複雑化していますということと、ここ最近ではゲームのトラヒック、皆さん御家

庭でいろいろやられている方も増えてきていて、突発的なトラヒックの増加だったり、そ

れもＣＤＮの事業者も複数のところから流れてくる。ゲームもいろいろな海外を回ってく

る。様々な課題があって、非常に見えにくくなってきているというのがあります。ですの

で、そういったことを協調していろいろな立場の人が集まって課題を解決していくという

ことで、今年の春、協議会を立ち上げているところです。今、いろいろな課題があるとい

うところと、これからトラヒックの流通を少し効率化していく方法というのはどのように

なるのかとか、そういったことをいろいろな事業者の方々と議論をしていますので、今回、

私は代表の立場で参加させていただいておりますけれども、いろいろな声をうまくフィー
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ドバックさせていただいて、いい議論が皆さんとできればいいかなと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。以上です。 

【林座長】  吉田様、ありがとうございました。吉田様につきましても、後ほど御報告

をお願いしているところでございます。 

 それでは、各先生方の御発言を踏まえまして、続きまして、関係事業者、それから、構

成員の先生方からの御発表に移りたいと思います。本日は新型コロナウイルスによる生活

の変化、もしくはトラヒック増加への対応の観点から、桑津構成員に吉田構成員、それか

ら、アカマイ・テクノロジーズ合同会社、株式会社Ｊストリーム様から御発表いただきた

いと思います。質疑は構成員、関係事業者からの御発表が終わった後にまとめて行いたい

と思います。 

 また、本日の資料のうち、「構成員限り」とされている部分がございます。その部分につ

きましては、構成員資料にのみ記載されておりますので、お取扱い、御発言には十分御留

意いただきますよう、お願いいたします。 

 それでは桑津構成員から、早速ではございますが、御発表をお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

【桑津構成員】  よろしくお願いいたします。 

 それでは、資料１－３からお話を１０分程度で進めさせていただきます。１枚おめくり

いただきまして、先ほどから何度も出ておるのですが、コロナがいろいろな面で悪い評判

ばかりの社会への影響が言われているわけですが、見ようによりましては、分野によって

デジタル化を５年から１０年、乱暴な言い方ですが推し進めたと思っております。テレワ

ークも当然でございますし、大学のオンライン講義も、一枚皮をめくりますといろいろ課

題はあるのですけれども、少なくとも多くの人たちにＰoＣのように実験と言いますか、ト

ライアルに参加させるという効果は確実にあったなというのが、まず、１点目でございま

す。 

 その中で幾つか、頭の中では分かっていたけれども、実際に起きた行動変容が次の２ペ

ージ目だと思っています。１つは、ホワイトワーカー主体かもしれませんが、時間の解放、

テレワークによる可処分の時間が非常に増えたということ。空間はコロナによって制約さ

れましたが、オンライン化によっては解放されたということで、対面は制約されましたが、

非対面は逆に広がったというのが２点目だと思います。 

 続きまして、３ページ目でございます。今回の、ある意味、インターネットトラヒック
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研究会の１つの背景になると思うのですが、コロナによりまして、ある種のものは抑圧さ

れて、別のものは代わりに増えるという、対称構造ができています。流通やアミューズメ

ントの例で言いますと、遊園地が減ってゲームソフトが増えたみたいな議論があったわけ

ですが、今まさに移動が減って、逆にその分は通信側が置き換えるという構造になってお

ります。ですので、この状況が続く限りと言いますか、ある程度不透明な状況のままでは

通信の側にトラヒックに対していろいろな社会の機能がこれを前提とした活動に変容して

いくというのが一番大きな変化なのだと思います。 

 ４ページ目をお願いいたします。ただ、自由な時間が増えて場所の制約が減ったわけで、

その過程でコンテンツやトラヒック、トラヒックが増えたというだけではなくて、トラヒ

ックの消費とかソースになるものがまた増えているということで、例えば、有料動画サー

ビスは明らかにこの５月で加入者が非常に増えました。コミュニケーションを取っても若

年が中心ですけれども、劇的にネット外のコミュニケーションシフトが進んだというのが

４ページ目の実態だと思います。 

 次の５ページ目をお願いいたします。さはさりながら、一皮めくりますと、これは完全

に最終形態では多分ないのだろうなというのが５ページ目でございます。つまり、テレワ

ークによってこれを始めた方は、時間の余裕ができたと。それは家族や家事や暮らしにか

ける時間が増えたのだという答えがある反面、もう一面の視点としましては、結局眠る時

間が増えてYouTubeを見る時間が増えたというのも一面の真実でございまして、みんなが

みんな高い意識を持って高度に進化したわけではどうもなかったなというのが実態なのだ

と思います。 

 ６ページ目をお願いいたします。生活のスタイルも変わったということで、一番動かせ

なかった時間である移動の時間がなくなったということで、寝る時間、YouTubeを見る時間

が増えたということ以外に、時間の枠が細切れになって、このマネジメントをどうするの

だと。気分転換、休息をどこに入れるのだと。通勤はある意味、気分の転換と頭のクーリ

ングオフだったわけですけれども、これがなくなっちゃったので、ここをどうするのだと

いう形で、いろいろ生活のスタイルを変えていこうという議論が出たのだと思います。あ

る意味、近場の買い物を気分転換や運動スロットに入れようとか、通院とか子供の世話、

むしろ家事を動かせない時間にしようといったような、幾つか生活の変容も始まったと思

います。 

 これを企業側から見たのが次の７ページ目でございます。いろいろな言い方があるので
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すけれども、働き方、サプライチェーン、対面営業に分けてみますと、まず、働き方、特

にテレワークは始まりました。同時に遠隔採用、研修がすごい勢いで進んだ。特に採用な

どは１年で必ずある程度目星をつけなくてはいけませんので、問答無用で進んだのだなと

思います。 

 ただ、一方で、その途中で品質やマネジメント手法の確立は依然として課題として残っ

ています。例えば、遠隔採用の件です。私も担当をやっているのですけれども、最近、学

生の方がガクチカ、学生時代に力を入れたこととか、志望動機を非常になめらかにしゃべ

れるようになりました。大体これはパソコンのカメラの横に書いた紙を貼っているのです。

これを一生懸命読んでいるので、すごい勢いでなめらかにしゃべるということで、弊社の

面接では志望動機は聞かなくてはいいのではないかという議論になっております。これを

大学の試験に例えて言うと、今まで持ち込み不可だったのが、何でも持ち込み可の試験に

なっているということでございまして、クイズ的な面談を増やそうとか、立ち上がって後

ろ向いて志望動機しゃべれとか、いろいろやっているのですけれども、一歩間違えるとパ

ワハラでございますので避けたい。これは何を言わんとしているかというと、明らかに若

い人は変化対応がすごく早いのだと。むしろ企業の方が遅いという状況が出ています。た

だ、やらざるを得ないという尻が決まっていますので進んでおります。 

 サプライチェーンは相変わらずいろいろありますけれども、非常に中途半端な時間が続

いております。最大の問題で、先ほど言ったテレワークへの第２波、第３波というのは、

おそらく営業に来るのだろうなと思っています。今回、ネット系の産業は基本的には非対

面、非接触ですから何の問題もなく増えております。 

 一方で、従来型の営業、対面接触営業は、既存営業は何とかＺｏｏｍでやっているので

すけれども、新規営業は絶望的な状況になっています。私どものグループ会社でいうと、

例えば、証券会社は最初、新人の営業は名刺１００枚集めるところからスタートするので

すけれども、全くそれができないということで、明らかに対面接触の新規営業は絶望的な

状況に入っています。これを非接触のままどうやって広げていくかが、おそらくポイント

かと。これはある意味、たくさんのトラヒックのソースになると我々は思っています。 

 ８ページ目をお願いいたします。まとめますと、人の移動は分断されたと思います。こ

れはエンタメのように行くことそのものが目的ですという世界と、会うことが目的ですと

いう場合は、会うことが目的な方はネット側に置き換えていいのではないかという議論に

なった。物の移動は今回だけではなくて米中対立もあって非常に分断化されているという
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のが過渡的な状況だと思います。 

 ９ページ目をお願いいたします。明らかに企業側は新しい動きを始めております。１つ

の見方としまして、これは工作機械、産業機械のメンテナンスの例です。この業界は求め

られる技術の水準が高く、かつ、人が足りなくなっております。実は今年は、５Ｇ元年だ

ということで、多くの会社がメンテナンスにおいて若い人にたくさんのカメラやハンディ

カムなどを持たせて現場に送る。一方で、ベテランは現場から外してセンターに入れて、

若手が映像を映しながらセンターのベテランから指示を受けるというメンテナンスを採用

するところがこれから増えると言われておりました。 

 ところが、残念ながら現場に行けないという議論が出た中で、１つは注目すべきモデル

として、お客様が自分でやれと。Do it yourselfですというモデルが出た。マニュアルを

読んでこんなことをやれと言われてもできるわけはないわけでありまして、１つ出てきた

のが映像の活用だと。つまり、お客様のところにある機械と全く同じ機械を用意して、お

客様にやってほしい活動をそのまま企業の人間がやって、それを映像に撮ってパスワード

付きでYouTubeに流すということで、映像の活用とマニュアルの議論が非常にうまくかみ

合った事例になっています。もちろん、緊急避難的な色彩があるのは間違いないのですけ

れども、一部では別に緊急避難じゃなくてもできるやつはこれでいいのではないかという

議論も出始めているということであります。そのような面でDo it yourselfです。遠隔立

ち合いです。乱暴な言い方ですが、「お客様は神様です」と言ってしまうと、もう何も進ま

ないので、これは見直そうではないかという議論も出ていると思います。 

 この中で、企業が、特に営業がどのような活動をして、それがトラヒックにどんな影響

を与えそうなのかというのが、次の１０ページ目でございます。１つは、新規営業ができ

ない。そのもう一つできなくなった理由のところに、展示会問題がございます。主に企業

が新規の顧客を取りに行くのは、展示会の比率が結構高かったわけですけれども、これが

事実上できなくなったということで、北米はラスベガスでやっているコンシューマー・エ

レクトロニクス・ショーが全部ネットに移りました。つまり、これから新規の営業のもの

はかなりの部分がネットに移ると思われます。これは明らかに第２のＧＡＦＡがＢｔｏＢ

の領域で生まれるのではないかと御指摘されている方が多いです。これは全世界的なニー

ズで、しかもラスベガスのＣＥＳなどをお伺いしていると、これを機会に結構全世界的に

ネットで売り込みをかけてやろうという議論が出ているようでして、このプラットフォー

ムを押さえた人がＢｔｏＢの分野でＧＡＦＡになるのではないかという議論も出ています。
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ちなみに日本企業のケースでいうと、比較的これに近い取組を行っているのが住宅メーカ

ーさんでございまして、もともと物理的な展示場、これはこれで人が増えているのですけ

れども、ネットの展示場を結構しっかりとおやりになられています。いろいろな会社にヒ

アリングしたのですけれども、このネットの展示を担当とされている方は、今までは結構

社内的に若干冷たい目で見られることもあったのですが、ここにきて社長さんが手のひら

を返して、「社の命運は君にかかっている」と言い始めたということでございまして、明ら

かにトラヒックは雑多に増える方向に向かうよねというのが見えてきたと思います。ほか

にも現場でのYouTubeの活用、先ほどメンテナンスの動画を自分で作ってお客さんに見て

もらうというのがありましたが、今まで映像というのは広報部が全社イメージビデオと学

生向け宣伝ビデオを作っておったのですけれども、そうじゃなくて現場がウェビナーなど

を使って映像で発信しようという議論がすごく出てきております。不適切な言い方かもし

れませんが、企業内にユーチューバーがたくさん出てくるという構造が見えてきたのだと

思っています。 

 最後が、新規営業を何とかしろということで、今までの足を棒にしてとか、靴の底を減

らしてという営業が全くできなくなりましたので、Ｚｏｏｍでアポイントを取る、あるい

は名刺系のＳＮＳでお互いに紹介し合うといった議論があるわけですけれども、企業内で

新規の営業開拓におけるマッチングのアプリが必要なのではないかという議論が出てきて

おりまして、これも米欧含めて、あるいは中国もですが、ベンチャー系のおそらく一大テ

ーマになる。ＢｔｏＢの領域で、先ほどからＧＡＦＡ、ＧＡＦＡとうるさいのですけれど

も、その議論が出てくると言われていまして、展示場とマッチングは企業内領域ですよ、

これは大きなニーズがあると言われております。 

 ちなみに最後に笑い話チックに終わりますが、１１ページをお願いします。特にマッチ

ング、総務省の委員会でマッチングだの、出会い系だの、非常に不謹慎だと怒られそうで

すけれども、これはＢｔｏＢの新規営業はこの領域のニーズが確実にあります。今、物理

的に会えませんので。したがって、今どのような方向で検討されているかというと、これ

は北米ですけれども、昔は婚活のための検索型だったのですが、今、マッチング型のカジ

ュアルマッチになったということで、おそらく企業における新規営業をこのカジュアルな

マッチングを目指すところから成功事例がきっと出てくるのではないかというのが今の注

目のところでございます。 

 非常にたくさんの領域を早口でしゃべって恐縮でございますけれども、デジタルが前に
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進んだというのは決して悪いことではなくて、本来進むべきところを、むしろ時間を稼い

でくれたと我々は見ています。今まで変化しろと言われてもなかなか変化しなかったので

すが、日本社会、日本企業は演繹的と言うのでしょうか、合理的に考えて自ら変化するの

はあまり得意ではないのですけれども、変化対応で変化するのは物すごく得意なので、こ

れを機会により前向きないい方向に向かうような、シーズやらニーズが両方出てきたのだ

と思っております。以上です。 

【林座長】  桑津様、ありがとうございました。 

 それでは、引き続きまして、吉田様より御発表をお願いいたします。 

【吉田構成員】  吉田です。資料１－４に沿って進めさせていただきたいと思います。

改めまして、インターネットトラヒック流通効率化検討協議会の主査をやっております吉

田です。よろしくお願いします。 

 この長い名前は、「ＣＯＮＥＣＴ」と呼ばせていただきますので、以降、ＣＯＮＥＣＴと

いうことで考慮していただければと思います。 

 次の２ページ目は、４月１０日に今回の協議会を立ち上げております。実はもともとコ

ロナの話がある以前、去年から立ち上げの話をしておりました。第ゼロ回の会合とか、１

回目に至る前に会合していたのですけれども、コロナが始まり、早期に立ち上げようとい

うことでフェイス・トゥ・フェイスというよりもオンラインでこちらも先ほどのプレゼン

にもございましたが、オンライン会合ということで立ち上げました。ポイントは、通信事

業者のマルチステークホルダーのメンバーが入っているということと、あとは総務省さん

とちゃんとしっかり連携をより密にしていくことを盛り込んでおります。 

 次の３ページ目です。背景としては、冒頭に梅村課長からもございましたけれども、ト

ラヒックの増加というのは年間２～４割ということでございます。ただ、今後も増加が当

然見込まれる。コロナの需要ももちろんありますけれども、通常でもどんどんトラヒック

が大容量化、それから、放送のネット同時配信ということがあります。あと、そういった

ことに対応する取組が個々の企業だけでは難しいということです。ステークホルダー同士

での通信というのは、ＩＳＰから見るとＣＤＮからトラヒックがふってくるのですけれど

も、ＣＤＮ事業者から見ると、今度はＣＳＰの事業者との連携がある。途中にＩＸが介在

している。しかも国内、海外、いろいろな接続形態があるとなりますと、結構どこをどう

流れているのかというのが分からないのですよね。ですので、今回はそういったプレーヤ

ーが一堂に会する場を作って、まず実態はどうなっているのというところからきちんと情
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報を共有していこうと、そのような場を設定しているということです。ですので、インタ

ーネットの安定的な運用や課題解決ということを業界横断でやっていこうというための協

議会ということで御理解いただければと思います。 

 ４ページ目ですけれども、あえて「密に」ここをやっていきましょうということで書い

ておりますが、ＣＳＰ、ＣＤＮ、ＩＸ、ＩＳＰというステークホルダーの皆さんに集まっ

ていただいているということです。 

 次の５ページ目に参加企業、団体等が書いてあります。最初は３０社弱でしたけれども、

今４０社近い企業ですね。後のプレゼンがございますアカマイさんとか、Ｊストリームさ

んとかももちろん入っておりますし、ＧＡＦＡのメンバーの皆さんもこちらに全部ではな

いのですけれども、入っているところです。今まで普通に、例えば、競合の方というのが

こうやって一堂に会すということはおそらくなかったのではないかと思いますけれども、

あくまで技術的な観点で機器の協調をしようということです。決してそれ以上のポリティ

ックスな話とか、ここには持ち込んでございませんで、あくまでもトラヒックの流通だっ

たり、災害連携だったり、そういったものを協調していただいて解決していくかという課

題解決をするための集まりですという意味で入っていただいております。 

 ６ページ目になります。今回扱っているテーマは多岐にわたっているのですけれども、

「可視化」、まず、トラヒックの流通の見える化というところ。それから、「品質測定」と

書いてありますのは、ネットワークのボトルネックといってもいろいろあるよねというと

ころを、地方だったらどうなのか、首都圏だったらどうなのかとか、まだこれはこれから

の部分になりますけれども、一部測定もしていたり、コロナの前後でどうなのかという部

分もありますが、その可視化をうまくできるための品質測定という取組。それから、「災害

対策」というのは、大規模災害などを当然想定してはいるのですけれども、今、議論にな

っていますのは、例えば、大手町はインターネットのトラヒックが集中するところが、何

か起きたときの状況はどうなるのか。東海の地震が起きた場合、富士山の噴火が起きた場

合、いろいろなケースがあるかもしれませんが、その点を具体化してどうなるのかという

ことと、そのときに通信事業者だけではできない。例えば、コンテンツ事業者はある拠点

がうまく通信できないという場合は、そこでオペレーションができなくなってしまう。逆

に周りにいるＩＳＰ事業者側から何か制御してあげれば、そこにトラヒックがいかなくな

るとか、そういったことは協調してやらなければいけませんので、そういったことを少し

想定して、どのようにコミュニケーションを取ろうかということをこれから検討していく
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ところです。 

 最後は「ローカル配信」、地域分散、今回のテーマにもなっていますけれども、そういっ

たことを実際にやってみて実測をし、それを政策なりに転換していくということかと思っ

ております。こんなことを議論しております。 

 １つ御紹介したいのは、私たちＮＴＴコミュニケーションズのＯＣＮのトラヒックにな

ります。左が２月の下旬のトラヒックになるのですけれども、そこを基準としてどのぐら

い増えたかということが推移で示されています。緑は昼間のトラヒックになります。５月

の緊急事態宣言の前後に非常にトラヒックが増えていますけれども、昼間で５０％以上増

えるということは今までないです。それから、夏、夏休みのときに少し６０％、７０％と

いう増加率になっていますけれども、今までの年間の増加率というのは２割から４割と言

われていました。私たちＮＴＴコミュニケーションズは既にもう３０％、４０％とか、そ

ういったところが見えています。今までとは全然違うようなトラヒックの伸びになってい

ますので、これからどうなるのかというところと、あと実は設備増強というのを必死にＩ

ＳＰでやっているのですけれども、１つポイントは、去年から２０２０東京オリンピック

に向けて、例えば、設備の増強を早めにやろうという計画をしていた事業者もあります。

コロナのときこそトラヒックが増えているので設備の増強をしなければいけないのですけ

れども、それを前倒しでやっていてうまくさばけたというケースもありますし、あとリモ

ートワークですが、私たちＮＴＴコミュニケーションズでは、ちょうど７月のオリンピッ

クのジャスト１年前の日に全社員、家から仕事をしようということをしていたのです。そ

うするとどのぐらいの負荷がＶＰＮ通信にかかるとか実験していて、そういったことが働

いて、今回のコロナに対するリモートワークみたいなところができていたという側面もご

ざいますので御紹介させていただきます。 

 レジュメですが、トラヒックのトレンドということで、これは先ほど協議会のメンバー

一同それぞれに伺って、どんなトラヒックの増加になったかということを大体平均でこの

ぐらいということを表しています。４月から毎月、これは総務省さんのページに載ってお

りますけれども、この波打っているのが、こんな変化がありましたということです。平日

の変化は激しいですし、休日、それから、ピークのトラヒックというのも着々と増えてい

る状況ですので、これからトラヒックの増加がどうなっていくかというところが１つの課

題かと思っております。 

 ９ページ目は、４月の緊急事態宣言が始まってから、トラヒックはステイホーム、在宅
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勤務などで当然増えていたのですけれども、某人気動画配信／クラウド事業者のトラヒッ

クについては、この青い線ですが、一部減っていた時期があります。これは動画の画質低

減措置を行っていたため、画質が悪い状態に低下させていてトラヒックの通信量が減って

いたということです。実はこれは先ほどのＣＯＮＥＣＴの協議会の連携によって、日本の

一番通信量が多い時期にこのようにうまくトラヒックを連携して低減措置をし、緊急事態

宣言が明ける５月末、６月ぐらいからトラヒックが戻ってきている。うまくこの協議会の

メンバーの中で状況をシェアし、連携をして、日本のトラヒックを対応していったという

事実がございます。ですので、こういったことは１つの例ですけれども、連携をして様々

なトラヒックの増加だったり、突発的なものに対応していくと、そんなことを取り組んで

おります。 

 あとゲームのトラヒックが最近多いという例ですけれども、トラヒックのスパイクとい

うのがちょうどゲームの新しいチャプターだったり、リリースだったりと、そんなタイミ

ングに重なっておりますということで、今の変化の大きな要因が実はゲームのダウンロー

ドトラヒックになっています。こういったことも今、事業者間で配信がいつされるのかと

いった情報を入手してシェアをしております。こういったことを協議会でも継続的にやっ

ていくということを今、検討しています。 

 重複になりますので細かいところは割愛しますけれども、トラヒックだったり、品質測

定だったり、災害対策といった議論を今行っていますということと、最後に１２ページ目

になりますが、「ＪＡＮＯＧ」という技術者の集まりのミーティングで、このＣＯＮＥＣＴ

の協議会に参加しているメンバーで発表しました。基本的な協議会の内容は、協議会のメ

ンバーの中に留めているのですけれども、積極的にちゃんと日本のオペレーションを発展

させていくために何が起きているのかということを情報共有して情報発信しているという

ことで、日本のインターネット全体のオペレーションを協調して対応していくということ

を取り組んでございます。 

 ＣＯＮＥＣＴの状況の共有になります。以上になります。 

【林座長】  吉田様、ありがとうございました。 

 それでは、引き続きまして、アカマイ・テクノロジーズ合同会社様から御発表をお願い

いたします。 

【アカマイ・テクノロジーズ 伊藤氏】  アカマイ・テクノロジーズ合同会社の伊藤と

申します。本日はよろしくお願いいたします。資料の１枚目をよろしくお願いいたします。 
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 まず、アカマイの会社の成り立ちについて簡単に御説明させていただきます。１９９５

年、インターネットが世界中に拡大し、ネットワーク間の渋滞問題がだんだんと予見され

ていた頃、当時ＭＩＴにいて応用数学の教授をしておりました弊社のＣＥＯ、トム・レイ

トンが、分散型の配信アルゴリズムを元にしたコンテンツデリバリーネットワーク、今で

いうとＣＤＮサービスを渋滞問題の解決策として提案しました。この提案がビジネスコン

テストにて入賞しまして、１９９８年、アカマイ・テクノロジーズが生まれたということ

になっております。ちなみにこの「アカマイ」という言葉ですけれども、ハワイ語で「賢

い」という由来があったりします。 

 ２ページ目をお願いします。創業以来、アカマイの配信プラットフォームは拡大を続け

ておりまして、現時点で１３６か国、世界の１,５００のＩＳＰのネットワーク内にて稼働

しております。国内外の大手製造、金融、オンラインコマースですとか、動画配信サービ

ス、もしくはゲーム会社ですとか、政府機関等に御利用いただいている状況になっており

ます。 

 ３ページ目、お願いします。インターネットユーザーへの配信トラヒックのピークも年々

増加を続けており、２０２０年においてはコロナの影響もございまして、前年比５７％増

の１６７Ｔｂｐｓとなりました。これは２０２０年５月に集計された日本全体のインター

ネットトラヒックの８倍ぐらいの規模に当たっておりまして、日本のピークトラヒックに

おいてもこのグローバルの統計と同じような形で、同水準で拡大を続けている状況になっ

ております。 

 ５ページ目、お願いいたします。本日、インターネット品質確保に向けた取組としては

２点、分散配信による、ＩＳＰ・キャリア間のトラヒック軽減と大規模配信の実現と、在

宅勤務における、業務用インターネット通信の品質向上の２点について御紹介させていた

だきます。ただ、時間の都合上、１点目の取組につきましては、過去の説明資料を挙げさ

せていただき、本日は簡単に概要のみ御紹介させていただきます。 

 ５ページ目をお願いいたします。まず、ネットワーク間の渋滞軽減についてです。この

インターネットの品質を確保させるためには、複数のネットワーク間において大きな渋滞

を起こさないような形でスムーズに通信を行うことが重要になっております。こちらの図

の赤い矢印のように、限られた拠点数のデータセンターもしくは特定のＩＸのみを経由し

て、ネットワークの上流から大量のトラヒックをユーザーに向けて、左側に向けて配信し

てしまうと、多くのネットワークを通ることになってネットワーク間の通信渋滞が悪化す
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ることになってしまいます。 

 ６ページ目をお願いします。アカマイでは、配信サーバを、図の左側、ラスト・マイル

と呼ばれる、エンドユーザーに近い、地方を含めた全国のＩＳＰのネットワークの中に分

散して配置させていただき、ネットワークの下流からインターネットコンテンツをユーザ

ーに届けるということをやっております。これによってネットワーク間の渋滞を起こさず

に大規模なコンテンツトラヒックの配信を実現しておりまして、同時にインターネットの

品質を保つ役割も担っております。このような分散配信モデルはYouTubeやNetflixでも採

用されておりまして、国内で利用可能な商用のＣＤＮサービスとしてはおそらく唯一アカ

マイが推進しているモデルと考えております。こういった対応をやっている中で、さらに

コロナ禍においては国内外の一部のコンテンツ事業者様と協業しまして、ピーク時間帯の

コンテンツダウンロードのスピードを制限するという特別な制御も行いまして、インター

ネットの品質向上に努めております。今後も国内において大規模なトラヒックを扱うコン

テンツ事業者様がインターネットの品質を意識して、このような分散配信モデルを採用い

ただけるよう、活動を続けていければと考えております。 

 続きまして、業務用インターネット通信の向上につきまして、金子より説明させていた

だきます。 

【アカマイ・テクノロジーズ 金子氏】  ここからは私、アカマイの金子から、緊急事

態宣言に伴う在宅勤務急増で見えた課題、つまり、リモートアクセスに関わったような課

題の整理と提言という形でお話しさせていただきたいと思います。 

 ７ページの記載になるのですけれども、大きく分けて在宅勤務急増で弊社から見えた課

題としましては２つございまして、１つ目が企業側で解決するべきリモートアクセスの課

題。もう一つは、サービス提供者側で解決するべきリモートアクセスの課題となります。

本日は主にこの前者に絞ってお話をさせていただきたいと思います。こちらは、企業が自

社のサーバを置くデータセンターにおけるインターネット回線の輻輳、また、ＶＰＮ機器

処理能力不足、加えて高度化するサイバー攻撃への対策というのはセキュリティ面が主な

課題として挙げられます。本日はここのページのみでの言及となりますが、２つ目のサー

ビス提供者側の課題で、こちらではリモートアクセスサービスの基盤が逼迫するという課

題がかなり如実に出ていたかと思います。具体的に言いますと、こういったリモートアク

セスをするためのサービス提供者、私どもアカマイもそうですけれども、これらの利用者

がすごく急増いたしました。幸い、私たちではそういったことはなかったのですが、接続
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困難に陥ってしまうような事業者さんが複数出ておりまして、新規の契約を受け付けられ

ない時期を設けるということが実際に起こっていたかと思います。これが１つ目の課題で

す。 

 ２つ目としましては、そういったキャパシティーが逼迫してしまうということで、サー

ビスを止めたときにキャパシティーの逼迫と直結するのか分からないのですが、基盤とし

てのセキュリティの問題も露見いたしまして、結果としてサービスの終了に至ってしまう

という事業者さんも発生しておりました。こういったことも急激に利用者が増えたりした

際に起こった事件ということで、今後、在宅勤務が一般化するために考慮していくべき課

題かと思います。 

 ここからは企業の課題についてもう少し御説明したいと思います。８ページ目にいきま

して、こちらはまず、「在宅勤務者の通信費効率化の課題」ということで、従来の企業の通

信というのは、この図で言うところの下の方にあります、点線で囲われている左側から右

側の自社データセンターに向けてというところ、閉域網を通っての通信が非常に多く行っ

ておりました。これが、オレンジで表現しております「在宅勤務者」というところが急増

いたしました。例えばですけれども、この一番下が９,０００人、このオレンジのところが

１,０００人という形で、テレワークをする人というのは限定的な形でこれまで発展して

きたところが、今年になって急にそれを１万人全員、在宅勤務者にしなければならないと

いう状況が発生したわけです。そうしますと、右側でこのオレンジの線を収容しているル

ーターというところがインターネットにつながっているわけですが、ここが当然逼迫する

事態になります。もう一つの考慮点としましては、このオレンジの線がぐるっと回っても

う一度インターネットに出ていっているという絵を描いておりますけれども、その宛先と

してはクラウドサービスになります。ここにアイコンなどを載せておりますけれども、例

えば、ＣｉｓｃｏのＷｅｂｅｘであったり、Ｚｏｏｍなどが広く使われたという報道が多

く行われていたというのが記憶に新しいところかと思います。このように宛先が自社のデ

ータセンター、右側の点線の中ではなくて、再度インターネットになっているといった傾

向が近年如実に出ております。この部分が次の９ページ目で言及しております、インター

ネット回線部分のコストの増加というところと、この折り返した通信で再度インターネッ

トに出ていくと。これを左上に記載のありますとおり、「トロンボーンルーティング」と言

ったり、「ヘアピン」と言ったりするわけですけれども、これによって結果的に無駄な場所

を通ってその分だけ遅延が発生したりであるとか、また、先に出ました逼迫の問題によっ
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て、オーバーサブスクリプションが起きて、通信がロストする、ロストによって再送が起

こる、結果的にユーザーに届くのが遅くなるということで、業務生産性が低下するという

のが如実に出ております。遅くなるというレベルであればよいのですけれども、そもそも

業務にならないというレベルに達していたユーザーさんの声も我々には聞こえておりまし

て、つまり、このリモートアクセスの部分の課題を解決しないと事業継続性に問題が出る

企業が実際に発生していたという傾向が私たちからは見えております。 

 続きまして１０ページです。これは先ほどコストの課題が出ると言及したところをもう

少しズームアップして記載しているところですけれども、①、②の①はインターネット接

続回線という部分で、当然ながらインターネットでリモートアクセスしてくるユーザーと

いうのが１０倍になりますと、その１０倍だけ入ってくる。入ってくると言っても取りに

いってダウンロードするといった通信フローになりますが、そのインターネット回線を消

費するということになります。この部分を契約の増強で増やせるケースもあれば、新規に

回線を引き込まなければならないケースもあります。また、ＶＰＮということでお話しさ

せていただきましたが、「バーチャルプライベートネットワーク」という、トンネルみたい

なものをイメージしていただければと思うのです。リモートワークをする人たちの端末か

らこのデータセンターのＶＰＮの終端装置の間で通信というのをカプセルにくるんだ上に

暗号化して通すような装置になります。ユーザー数を増やすためには、その装置における

ライセンスの追加購入で済めばすぐ増やせるのですけれども、そういった暗号化したりす

るためのハードウェアに上限がきますと、装置の買い替え、ないしは買い足しが必要にな

りまして、いずれにしろコストがかかる形となります。 

 １１ページに参りまして、もう一つセキュリティ面の課題もございます。このテレワー

クを行う在宅勤務者というところを先ほどフォーカスしておりましたけれども、リモート

アクセスしてくる人というのは様々なプロファイルを持った人たちになります。その中に

は派遣社員であったり、契約社員、ビジネスパートナーなどという者も含まれるわけです

けれども、従来のＶＰＮ技術はネットワークを接続するところに非常に長けている技術で、

ネットワーク内に広くアクセスすることが可能となっております。厳密に言うと、その先

でいろいろな制御をかけてはいるのですが、すごくシンプルに言いますと、ネットワーク

内のいろいろなところ、どこに対しても到達することができる。企業におけるセキュリテ

ィというのは、その先のサーバまで認証をかけたり、認可をかけたり、その人が本当にそ

の人であるということだったり、ここを触っていいということを制御してくるということ
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を行っていたわけですけれども、今までの１０倍の人たちというのをこのネットワークに

リモートでアクセスすることを可能としますと、それだけ攻撃者が入ってくるリスクが高

まる。その際に広くアクセスさせる状態ですと、セキュリティのリスクになり得るという

問題が出てまいりました。 

 １２ページに記載しておりますのが、その部分を解決するような手段として言われてお

ります、クラウドで提供される形の「ゼロトラスト型」のアクセス制御システムという形

になっておりまして、図だけ見てもすぐには理解しづらいかもしれないのですけれども、

先ほどと違うのは真ん中の「エッジ」と書いている部分ですね。インターネットの中にあ

ります「エッジ」という部分で通信を中継いたします。ここでまず、認証を行う。先ほど

までのＶＰＮのテクノロジーが、まず接続させてから、その先で認証を行うというものだ

ったのに対して、最初からセキュリティの検査であります、認証を行うことで、信用しな

いという意味でゼロトラスト型といった言われ方をしておりますが、この検査を行ってか

ら必要な通信だけ右のデータセンター内の「コネクタ」というものを通したりすることに

よって必要な場所にだけアクセスできる。つまり、オレンジの在宅勤務者はアプリケーシ

ョン１と３、 ビジネスパートナーは２にアクセスできるといった認可の制御をすると。

インターネットに抜ける通信に関しては、わざわざデータセンターを経由せず、直接イン

ターネットへ抜けるということを行うことによって、これまでの回線の逼迫の問題であっ

たり、セキュリティの問題を解決する手段だと考えられまして、本年非常に利用が伸びた

サービスとなっております。 

 最後になりますけれども、１３ページでは、このエッジを通しましたゼロトラスト型の

アクセス制御システムの利用を今後の５Ｇなどの普及と併せて検討していくことによって、

これまで閉域網を経由して行われていた通信が全てインターネットアクセス回線としつつ、

セキュリティの機能がインターネット上に分散配置されているエッジで集中的に行うとい

うことによって、インターネットが企業ネットワークに置き換わっていくという未来形が

見えてくるのではないか。昨今、Ｓｅｃｕｒｅ Ａｃｃｅｓｓ Ｓｅｒｖｉｃｅ Ｅｄｇ

ｅという考え方も出てきておりまして、エッジ上にこういったネットワークやセキュリテ

ィのサービスを集約するという考え方が新たに台頭しております。これらを中期的に考え

つつ、ゼロトラスト型のアクセス制御システムを進めていくというのが企業にとって問題

解決になるのではないかと考えております。私どもからは以上になります。 

【林座長】  アカマイ様、ありがとうございました。 
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 それでは、最後になりますが、株式会社Ｊストリーム様から御発表をお願いいたします。 

【Ｊストリーム 早坂氏】  Ｊストリームの早坂と申します。会社の会議室からでマス

ク着用で失礼いたします。 

 まずは、お時間もありませんので早速始めさせていただきます。お手元の資料を御覧に

なっていただいて、１ページ目から３ページ目までですが、弊社の御紹介になりますので、

もう既に読んでいただいているかとは思いますけれども、１ページ目だけお話しさせてい

ただきます。弊社は１９９７年にストリーミング専業サービスプロバイダーとして創業し

ておりますが、動画のソリューション企業としてＣＤＮということだけではなくて、そこ

に書いてございますＪ－Ｓｔｒｅａｍ Ｅｑｕｉｐｍｅｄｉａというのは動画の配信のプ

ラットフォームになります、一番下にありますライブ配信にいたっては、現場のスタッフ、

撮影スタッフまで揃えているような動画をワンストップで配信できるような企業となって

おります。その流れでＣＤＮというネットワークも持っている会社でございます。このコ

ロナ禍でライブ配信に関しましては年間１,８００と書いてございますけれども、おそら

く今期に関しては３,０００件近くやる形になるのではないかと思っております。 

 ２ページ目は取引先になりますので、御参照ください。 

 ３ページ目に関しましても、弊社のＣＤＮの特徴ではございますが、一般的なＣＤＮ事

業者としての機能を兼ね備えております。一番下のＣＤＮｅｘｔというのは、一般的なＣ

ＤＮにあまりなじみのないお客様でも手軽にＣＤＮをお使いいただけるようなサービスに

なっております。 

 さて本題でございますが、４ページ目の中において弊社のトラヒック状況がどうかとい

う話で、弊社のトラヒックは大半が動画配信となっておりますが、上の段、流量に関しま

しては４月、５月は、２０１９年の２月に比べると倍以上伸びているのがお分かりになる

かと思います。その後一旦下がっておりますが、これは後ほど御説明もする、マルチＣＤ

Ｎ化ということで、他社のＣＤＮと弊社のＣＤＮをハイブリッドで使う技術を使いました

ので減っております。その後継続してハイブリッドで流しておりますが、昨年度結構多か

った時期、１１月とか、１２月とか、１月とか、その辺と同等プラスアルファぐらいのト

ラヒック量となっております。 

 もう一つ、下の段にございますのは、日別のピークトラヒックの最大値と平均値の推移

です。緊急事態宣言期間は顕著に上がっているというのがお分かりになると思います。前

後で違うというところは幅ですね。平均とバーストしているときの幅が非常に広がってい
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るというのが見てとれると思います。下にコメントを書いてございますが、スパイクする

ようなエンタメのライブであったり、「疑似ライブ」というのはもともと撮っていた、収録

していた映像をそのときにだけ流すというのを私どもは「疑似ライブ」と申し上げており

ますけれども、このようなものが一般化してスパイクするようなトラヒックが増えてきて

いるのではないかと思っています。先ほどライブが年間３,０００件と申しました。ライブ

はピーク性はありますけれども、先日の嵐などは別ですが、何十万人も視聴者を集めるよ

うなライブというのはなかなかまだございませんので、一件一件は流量に対して影響は、

今はあまり大きくありません。けれども、先ほどの嵐さんのような人気グループ、これか

もっと大型の、年末も何か企画されているみたいですが、そんなライブには非常に注意し

なければいけないと思っています。 

 おめくりいただいて５ページ目は、コロナ禍だけではないのですけれども、負荷軽減策

は常に考えておりまして、先ほど申し上げましたマルチＣＤＮ、自前のＣＤＮだけではな

く、他社のＣＤＮも使ってハイブリッドで配信してピークに耐えるといった制御を行って

おります。Ｃｉｔｒｉｘさんが提供されている、Ｒａｄａｒ、ＭＵＸ、Ｏｐｅｎｍｉｘみ

たいなものを使って、御希望されるお客様だったり、そもそもスパイクが予測されるお客

様にはこちらからお勧めするなどして、個別にやらせていただいておりますが、実際にプ

レーヤー側のバッファリングみたいなものを計測して、ＣＤＮの稼働率だったり、レスポ

ンスタイムなども計測して、Ｏｐｅｎｍｉｘで振分けのロジックでエンドユーザーに対し

て最適なＣＤＮを選んでいくようなサービスになっております。 

 おめくりいただきまして６ページ目も負荷軽減策ですが、先ほど総務省様の事務局から

の御発表にもありましたとおり、今までは左側ですね、東京・大阪近郊で分散していたよ

うなものをさらに分散する。今回、福岡と仙台に分散するということで、そちらの方にキ

ャッシュを置いていくような準備を進めているような状況でございます。これは実証実験

でやりますけれども、その後も事業としてやっていこうという方向で進めております。 

 ７ページ目でございますが、そのほかの負荷軽減策としては動的圧縮というのがありま

す。これはコンテンツごとに圧縮方法を変えるというものです。大容量の４Ｋなどがあり

ますと、圧縮をしなければネットワークの混雑を引き起こします。圧縮技術はわりとどん

どん進化していって、新しいものが世の中に出るのですけれども、例えば、スマートフォ

ンであったり、プレーヤーであったり、そのようなものがその技術にすぐ追従するという

のはなかなかメーカーさんもできませんので、ある一定期間の移行期間というのが必要に



 -24- 

なってきます。そんな中でも、端末などで言うと古い端末と新しい端末が混在するみたい

なこともございますので、どうしても古いものにも対応しなくてはなりません。例えば、

今、一番新しい圧縮技術Ｈ.２６５というのがありますけれども、これはＨ.２６４の半分

ぐらいにコンテンツ自体の容量を減らせると言われておりますが、なかなかそのＨ.２６

５に対応している端末がない。それでどうするのだという話で、Ｈ.２６４でやり続けなけ

ればならない。弊社もそのような状況にあります。なので、例えば、動画の中身自体を解

析して、例えば、講演会みたいに人が全然動いていない部分を間引いて圧縮するとか、中

身の解析をＡＩでやらせて、そのときに最適なパラメータをエンコーダーに送ることによ

って圧縮率を高める。これで技術革新のＨ.２６４に対してＨ.２６５は半減、みたいには

いきませんけれども、７割ぐらいまで圧縮できたりしますので、細い帯域でもうまく流せ

るみたいなことができます。まだこれは実装できていないのですが、下にありますＩｔｔ

ｉａｍさんとかＦｒｅｅ－Ｄさんなどの製品がございますので、その辺の技術検証をして

いるような状況でございます。 

 おめくりいただきまして、低遅延。これは帯域の話とは外れるのですけれども、コロナ

禍でリアルタイムにライブ配信するとか、これからどんどんニーズが増えていくだろうと

思っております。そこに書いてありますようなＣＭＡＦですとか、ＷｅｂＲＴＣ、これも

どちらかと言うとＷＥＢ会議などで使われる双方向の技術ですけれども、大規模なセミナ

ーなどで一方方向でやったものをその後双方向に切り替えて議論するみたいなこともこれ

から起こってくるだろうと思っております。このような技術であったり、あとはその下に

あるＬＬ－ＨＬＳ、これは動画の規格ですけれども、ＨＬＳの次世代規格と言われており

ます。ＨＬＳはセグメントというか、動画自体を細切れにして送るというのが技術ですが、

さらにその中身を細切れにすることで、最初に再生が始まる時間を短くするようなやり方

でございます。この辺りを今、検証しているところでございまして、サービスはまだ実装

できておりませんが、サービス化については市場のニーズなどを見つつ、検討してまいり

たいと思っています。ちなみに上から２番目のＷｅｂＲＴＣのところの括弧内の一番後ろ

のＲＴＭＰは誤植ですので削除していただければと思います。 

 おめくりいただきまして、今後の動向で注目しているのは、Ｓｔｒｅａｍｉｎｇ Ｖｉ

ｄｅｏ Ａｌｌｉａｎｃｅというものがあります。これはグローバルでの取組で、２０１

４年に設立している、オンラインの動画エコシステムということで、オンライン動画がス

ムーズに流れるような方向でいろいろ取り組みましょうというものです。弊社は入ってい
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るわけではないのですが、最近注目をしております。この中で次の１０ページにございま

すオープンキャッシュプロジェクトというのがあります。これはトラヒックの混雑の解消

ということで取り組んでいるプロジェクトで、簡単に言いますと、左上にありますように

ＩＳＰさんの中にキャッシュを置きます。これがある特定のＣＤＮのキャッシュを置くと

いうことではなく、キャッシュですがＣＤＮのＡだったり、Ｂだったりからトラヒックが

来る、要はＣＤＮを選ばないキャッシュということです。そのようなキャッシュをＩＳＰ

さんの中に置くのはどうかといった取組でございます。実際にはエンドユーザーのプレー

ヤーからロードバランサーの方に聞きにいくのですけれども、そのときに例えば、沖縄で

したら沖縄にオープンキャッシュが置いてあれば、沖縄に聞きに行ってくれと言って、沖

縄の方にキャッシュがあるよということであれば沖縄から出すみたいな形で、先ほどあっ

た東西を必ず通らなければいけないという形のものを地域間でおさめるといった技術にな

ります。これはブリティッシュテレコムさんが既に導入をされていて、今、ビジネス検証

をやっていらっしゃるそうですが、なかなか１社でやるのは難しいと考えています。地域

で折り返すのはいいとは分かるのですけれども、ビジネスモデル、マネタイズをどうする

のですかという疑問もありますし、実際のキャッシュの運用はだれがやるのですかという

のもあります。弊社１社だけでやれるような取組ではございませんので、これから関係各

社と一緒にやれたらいいと思っているところでございます。ただ、実証だけはやりたいと

思っておりますので、技術的な検証はこのプロジェクトとコンタクトを取って少しずつ始

めているような状況でございます。 

 最後のページでございますが、「国内トラヒック最適化について」ということで、サーバ

とネットワークコストの比率は１：１０程度でございまして、弊社の試算、県庁間、所在

地間の距離と人の人口比率でトポロジーを作って試算してみますと、日本全体として配信

サーバを最適に配置、例えば、名古屋とか、仙台とか、福岡とか、あと東阪の５か所にち

ゃんと配置すればバックボーンのコストは半分ぐらいになるのではないかと思っておりま

す。ＯＴＴさんなどは自社でＣＤＮを構築されていますので、分散配置されていらっしゃ

いますけれども、それはあくまでもＩＳＰ分散という形になりますので、結局東西に偏重

しているような状況に見えます。しっかりとした地域分散化みたいなことについては、今

回、ＣＯＮＥＣＴや、この研究会で議論して、きちんとやっていくべきではないかと思っ

ています。 

 一番下に書いてありますのは、最近の北米のトラヒック動向ですが、今まではNetflixと
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かYouTubeでほとんど半分という形でしたが、今ではOther HTTP mediaとか、ＩＰＴＶが増

えてきています。おそらく日本でも今後、地方局のサイマル配信や、コロナ禍で移動が制

限される中、地域のコンテンツ配信みたいなものはもっと着目をされていって、その分の

トラヒックが必ず増えると思っております。そうなってきますと、コンテンツを提供する

側が自前でＣＤＮをもつというのはなかなか難しいので、ここら辺は今から議論する必要

があるかと思っております。 

 以上でございます。 

【林座長】  Ｊストリーム様、ありがとうございました。 

 それでは、質疑に参りたいと思います。これまでの御発表を踏まえまして、御質問、御

意見、コメントを頂きたいと思います。御質問等にあたっては、どの会社、団体への質問

なのかということをおっしゃっていただいてから御質問を頂ければと思います。繰り返し

となりますが、本日の資料のうち「構成員限り」とされている部分につきましては、御留

意いただいた上で御発言いただきますようお願いいたします。御発言の順序でございます

が、先ほどとは逆の順序でお願いしたいと思います。 

 なお、中村構成員がまもなく御退席予定と伺っておりますので、まず、中村構成員から

御意見を伺いたいと思います。時間の制約上、３名ぐらいの構成員で御質問等を伺ってか

ら、まとめて御回答いただくという形にさせていただければと思います。 

 それでは、中村先生、まだ間に合いますか。 

【中村構成員】  お気遣いいただき、ありがとうございます。非常に基本的なことにな

るかと思うのですけれども、ＣＯＮＥＣＴの関連で御説明いただきました吉田様の資料の

６ページで、このＣＯＮＥＣＴの協議会で今扱っていらっしゃる内容ということでお話し

いただいたのですが、基本的に協議会ということで、協調領域というのでしょうか、お互

いに参加者がウィンウィンになるような部分を技術的な側面から議論されている。おそら

く参加者間のルールづくりをされているのかと理解しているのですけれども、今回の協議

会という形だと、協調領域にどうしても縛られてくると思うのですけれども、コンフリク

トがあるような領域で、なかなかＣＯＮＥＣＴさんという形ではできにくいところで今回

の研究会の課題になっているところをもし御指摘いただけるような部分があれば、少し教

えていただきたいと思っています。 

 あと非常に細かい質問で大変恐縮ですけれども、アカマイさんの資料の９ページで「コ

スト増加」と書いてあるところがあるのですが、これはどのような意味でのコスト増加な
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のかという点を伺いたいと思います。単にここが今ボトルネックになっているので増強し

なければいけないという意味でのコスト増加というのだったら、それだけの意味で理解し

たらいいのか、あるいは何かもうちょっと広い意味での、やりにくいということがあるの

かということを、不明だったので質問させていただきます。 

 以上、２点です。よろしくお願いします。 

【林座長】  中村構成員、ありがとうございます。 

 続きまして、吉田様、何か御質問等ございますか。 

【吉田構成員】  今回新たな日常をベースに、様々な検討項目が挙がっていると思うの

です。例えば、プロバイダーをＩＳＰの立場としますと、地方分散とか、地域分散って、

もちろん取り組んでいきたい部分ではあるのですけれども、なかなかトラヒックがかかり、

生み出せないというところが正直ベースではあって、そういったところをもうちょっとド

ライブしていくための、うまく政策面ですとか、そういったことができるのか、どうかと

いうところが、今回１つ、問題提起としてお話しさせていただければというところです。

あとＣＯＮＥＣＴの取組の中では、トラヒックの短期的な増加と、中長期への増加という

２個の視点があると思っていまして、今回のこの検討項目のスコープもタイムラインでい

くと結構直近ではいろいろやらなければいけないことがあるという中で、イベントだった

り、いろいろなトラヒックの変化を今、協議会では明日何がありそうだ、年末に何がきそ

うだとか、そのようなことをやっているのですけれども、そういったことを積み重ねてい

くのと同時に、中長期での対策と、今後２つを分けて考えていくのかと思っていますとい

うコメントになります。以上です。 

【林座長】  ありがとうございました。コメントということで承りました。 

 それでは、平野様、コメント等よろしくお願いいたします。 

【平野構成員】  主婦連、平野です。私たち一般の消費者には通信の仕組みが分かりに

くくて、見えないことばかりです。コロナ禍に動画配信を今まで見なかった私も初めて見

てみまして、画像が途中で途切れたり、何でこんなに配信状況が悪いのだろうとか、リモ

ート会議に参加して日によっては１日に数回もありますけれども、こちらも途中で配信が

途切れたりします。本日ご説明を伺い、通信事業に関わっている業者がいろいろなところ

で融通し合いながらやってダウンしないようにしているというのが、今日初めて分かりま

した。 

 気になっているのは、どこがネックになって、ネットがつながらないというのが見える
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化していないので、全く分からない。下りのほうの速さが問題になっているのですけれど

も、機器が問題なのか、配信する方の元が問題かがさっぱり分からない、トラヒックとど

う関係しているのか見えないというのが、私たちにとってはとても不安であるし、また、

どこにそれを聞いていいのかも分かりません。確認したくても配信元に電話はつながらな

い。ネットで質問というのも仕方がよくわからない。それが私たち多くの消費者にとって

の大きな問題であって、見える化してほしいと思っています。よくわからないことばかり

で、的が外れているかもしれませんけれども、一緒にそのようなことも私たち消費者にも

教えていただきたいと思っております。以上です。 

【林座長】  ありがとうございます。トラヒックの中で、ネットワークのどこがボトル

ネックになっているのか、その見える化をする必要があるのではないかという、非常に重

要な御指摘だと思いました。この研究会でこの点も含めて検討していくのだと思います。

コメントということで承りました。 

 それでは、まず３名の先生方からコメント等頂きましたので、最初の中村先生の御質問

ですね。ＣＯＮＥＣＴと、アカマイ様、それぞれにつきまして御質問があったかと思いま

すので、まず、ＣＯＮＥＣＴの吉田様、よろしかったでしょうか。 

【吉田構成員】  協議会の方では、先ほど６ページの御指摘を頂きましたけれども、様々

な検討の中で皆さん立場がそれぞれ違いますと。まず、そこが最初の出発点でして、ＩＳ

ＰからＣＤＮ事業者様を見ると、通常ここからトラヒックが流れてきてほしくないのだけ

れどとか、そういったことも当然ありますし、いや、ＣＤＮの事業者の方が、「いやいや、

いろいろな接続があるのだけれど、何とかやって、こういうふうに配信しているんだよ」

とか。あとゲームの方からすると、すぐにでも配信してほしいのだけれど、「いや、でもち

ょっと難しい」とＣＤＮの人が言っているとか、そういったことをリアルに情報交換して

います。ですので、どちらかというと、あまりコンフリクトな状況というよりはボトムア

ップのプロセスを協調して作っていくという方向感で進めております。 

 今回の検討項目と検討課題に対しては、それぞれの立場が当然あるので、何か対応策み

たいなことを取っていこうとしたときに、何か出てくるかもしれない、なんて思っていま

すが、基本的にはそのインターネットのトラヒックの流通をうまくさばいていこうという

ことを念頭に置いてやっていますので、そのような意味では特に大きな課題はないのです。

逆に言うと、トラヒックの先ほどおっしゃっていただいた見える化とか、ボトルネックが

どこになるのだろうというのは、正直結構難しくて、海外だったり、国内だったり、国内
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でもいろいろなところから入ってきたりしますので、それを全て明らかにするというのは

なかなか難しいところがあるのです。 

 ただ、一方でアクセス環境、おうちがWi-Fiがおかしいのか、それとも中継回線のところ

がおかしいのか、学校教育に使っているオンラインの授業のサーバの入り口で詰まっちゃ

っているのか、いろいろなケースがあると思いますので、そういったケースを今回いろい

ろな事業者の方々にヒアリングしていったり、中で事実を積み上げて対応策をきちんと取

っていくということかと思っています。以上です。 

【林座長】  ありがとうございます。 

 続きましてアカマイ様、コスト増の有無につきまして、よろしければお願いいたします。 

【アカマイ・テクノロジーズ 金子氏】  ９ページのコスト増の意味ですけれども、中

村様のおっしゃられた御質問に沿いますと、これは単純な意味でのコスト増ですが、駆け

足になってしまったので、コスト増の要素というのが、いろいろ含まれていたところが、

少し速く説明し過ぎてしまったのかもしれません。こちらは、まず、このオレンジの「在

宅勤務者」という人が、データセンターに向かっていくのがオレンジで接続しているわけ

ですが、この人数が増える。本日見せていただいたデータによりますと、１４.１％だった

テレワークが、５１.２％と急増した。単に在宅勤務者からデータセンターへの通信量も、

そのように約３.５倍増えているというのがあるのに加えて、さらにここで説明したトロ

ンボーンということで、入ってくるだけではなくて、わざわざ入ってきたのに、また、そ

の宛先が本当はインターネットなので同じ通信のまま出ていっているということで、二重

にこの部分の回線を圧迫する形となるという意味になります。そちらの圧迫するのに関し

ては次の１０ページで「インターネット接続回線とＶＰＮ終端装置」という二軸があると

いう形で御説明させていただいたという次第になっております。 

【林座長】  ありがとうございます。中村構成員、よろしかったでしょうか。 

【中村構成員】  ありがとうございます。よく分かりました。 

【林座長】  ありがとうございます。 

 それでは、質疑を続けたいと思います。続きまして、田中構成員、お願いいたします。 

【田中構成員】  皆様、大変詳細な御説明をありがとうございました。今回は御説明を

お聞きし、ＣＤＮであったり、ストリーミングの技術開発であったり、また、ＣＯＮＥＣ

Ｔさんの御活動というものが、今回、コロナ禍において、想定していなかったことであっ

たけれども、非常に有効な部分があったことについて、理解が深まったと感じています。
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既に議論には出ていますが、ＩＳＰや、ＣＤＮといったインフラ部分と、実際のユーザー

側の体感というサービス利用者側との間で差もあるのではないかと感じました。吉田様か

ら御説明いただいたように、ユーザー側の環境が多様過ぎるという部分もあると思います

が、どういった接続環境であれば、どういったクオリティのユーザーエクスペリエンスな

り、サービス品質なりが担保できるのかというのは、不透明というか、消費者側として情

報がないような状況ですので、さらなる情報開示や、消費者教育といった点についても今

後必要ではないかと考えました。 

【林座長】  ありがとうございます。貴重な視点だと伺いました。 

 続きまして、田澤構成員、お願いいたします。 

【田澤構成員】  田澤です。本当に貴重なお話をたくさん伺えて、とても勉強になり、

技術的な面を皆さん、おっしゃっていますけれども、あとは皆さんが裏でというか、協力

し合っていろいろなことが、工夫がなされているということをすごく勉強させていただき

ました。私は最初に申し上げましたように、どちらかというと利用形態の方から入ってい

くものですから、私としては先ほどＮＲＩの桑津様からお話があって、新規の営業市場が

伸びていくという話もありました。私自身もテレワークを今後、もちろん、一旦戻って減

ってはいますけれども、すごく大きな底上げがされているのですね。テレワークをしたと

ころは今後もテレワークを進めていこうという企業が多いので、ここが進めていき、かつ、

今までできなかったと言われるようなところも、先ほど申し上げたロボットも含めて変わ

っていくことを考えると、動画配信等、すごくたくさんデータを使うと思うのですが、だ

けではなくて、ＷＥＢ会議ツールだったり、あるいは今後出てくるようなデータ量の多い、

やりとりの多いツールなども今回のような協力し合っていけるような仕組みというのが必

要なのではないかと感じました。私が今後増えるのではないかと思っているのが、バーチ

ャルオフィス、仮想オフィス、クラウドオフィス、いろいろな言い方がありますけれども、

コミュニケーションを取るために集まらなければいけないよねという流れが、すごく今来

ています。結局、無理やりやってですね。だから、そのような新しい分野において今まで

以上に、例えば、３Ｄでぐるぐる本当にやるような形になってくると、物すごくいろいろ

なことが起こってくるのではないかとか想像しています。桑津様には、こういったバーチ

ャルオフィスなどの市場の情報がもしあったら、教えていただけると嬉しいかと思いまし

た。以上です。 

【林座長】  ありがとうございます。 
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 桑津様、御自身の御発言も含めまして、先ほどの田澤構成員からの御質問に併せて御回

答いただければと思います。 

【桑津構成員】  まず、御質問の答えですが、バーチャルオフィスにつきましては、ま

だ市場規模の予測とかいろいろやったり、評価の最中でございますので、できましたらま

た別途、個別に御対応させていただければと思っております。言わんとしていますのは、

おっしゃっているように、実際に集まれないけれど、コミュニケーションは取らなければ

いけない。そのためにＺｏｏｍと、それから、実際に集まるような、その真ん中を埋める

ものがもう一つ要るだろうというので、おそらくおっしゃるとおりだろうと私どもは思っ

ています。 

 私からもコメントが１点で、アカマイ様のトロンボーンルーティングの議論が、今回、

大企業のユーザーのテレワークに対して結構クリティカルな問題に今なっていると思いま

す。弊社もそれっぽいところがあります。ポイントとしては、今まで企業のネットワーク

が自分のオフィスと事業者だけを前提にして最適化したネットワークだったと。だから、

在宅勤務はあくまで少数の例外がやるからゲートウェイでつなぐという議論だったのです

が、そうじゃなくなって、接続先が企業内オフィスだけじゃなくなった場合に、今のよう

な物理的な閉域網プラス、ほんのちょっとのアクセス制御という議論が多分成り立ってい

ないのだろうと思っております。ただ、突破口として、まさに御指摘の点はいいと思って

いたのですが、ＣＯＮＥＣＴさんのアナロジーで、企業内の、例えば、この「Ａｐｐ＃１」

とか、「Ａｐｐ＃２」とか書いてあるものですけれども、これが結構今、クラウドに移って

いると我々は思っています。ですので、営業報告にしましても、あるいは会計にしまして

も、企業がもう自分で作っていなくて、クラウド上に存在しているという状況が非常に増

えてきているということで、これから無理やり１回会社の中にいて認証して出ていくとい

うのは不自然なのだと。つまり、通信事業者さん同士のＩＸがＣＯＮＥＣＴのようなコン

テンツ事業者さんも含めた取組に変わったのと同じように、企業内のＶＰＮもある意味、

会社の中に最終的に必ずトラヒックが落ちるのではなくて、結構クラウドがゴールなので

はないの、というトラヒックが増えている前提で、これから企業内ネットワークというの

は物理的な閉域網ではなくて、仮想的な閉域網だけで運用するという考え方の変化が、企

業側にも必要なのではないかと思いました。これは質問ではなくてコメントです。以上で

す。 

【林座長】  ありがとうございました。またバーチャルオフィス市場の現況と見通しに
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つきましては、別途情報提供いただけるということですので、またその節はよろしくお願

いいたします。 

 それでは、続きまして、江﨑構成員、お願いいたします。 

【江﨑構成員】  どうもありがとうございます。吉田さんに素直に御質問ですけれども、

打ちたいけれど、打てないという、多分これはお金の問題が一番大きいと思うのです。そ

れから、無理やりやらされると結局のところビジネス的にサスティナブルじゃなくなると

いうところが、本音ベースでＣＯＮＥＣＴの中では議論されていると思うのですけれども、

そうすると、マルチステークホルダーをやっている中でＯＴＴとのキャッシュフローの問

題がかなり出てくる。とすると、それに対しての特にグローバルにビジネスされているＯ

ＣＮさんとか、ＮＴＴさんとかは、海外のキャッシュフローと日本でのキャッシュフロー

の違いとか、政策面でのデジタル課税みたいな話もヨーロッパで出ているわけで、そのよ

うなものは実際にオペレーションしている現場からして、キャッシュフローがあればでき

るものなのかどうか、その辺りってどうなるのですかね。 

【林座長】  ありがとうございます。内田構成員にもお伺いしてから、まとめて御回答

をお願いしたいと思います。 

 内田先生、お願いできますか。 

【内田構成員】  ありがとうございます。既にいろいろな御質問が出ておりまして、一

部、重複するところもあろうかと思いますけれども、質問させていただきたいと思います。 

 ＣＯＮＥＣＴさんとアカマイさんのお二方に御質問ですけれども、お話を伺っている中

で、結局、今何が問題になっていて、それはどのような形で解決できそうなのか、あるい

は、できなそうなのかというところについて、今の江﨑先生のお話にもあるかと思うので

すが、これは結局のところ技術的に解決できない状況になっているのか、それとも技術的

にはできるのだけれども、もっと政策的とか、経済的な観点からの方がむしろ難しいのだ

という話なのか、その辺りについてお伺いしたいと思います。トラヒック増は基本的にず

っと続いていくと思いますので、単に設備を増強していけばそれでいい話なのか、それと

も技術的にも何か解決しなければいけないことがあるのか、その感覚についてお伺いした

いと思いました。これが１点目です。 

 もう１個ありまして、ＮＲＩさんの資料ですけれども、コロナの現状においてはどうし

てもテレワークをしなければいけないという必要性があるかと思います。では終わった後

どうなっていくのだということについて、日本は自ら変化するのが苦手といったことをお
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っしゃっていましたけれども、そういったお国柄の中において終息した後に元に戻ってし

まうのか、あるいは、オンラインにもいいところがあるということで変わっていこうとす

るのか、今この日本の中での企業の雰囲気みたいなものがどうなっているのかということ

について教えていただきたいと思います。というのも、ネットワークが変わっていこうと

したときに、結局、コロナ後は元に戻ってしまうという話だったら、変わるに変われない

というところもあると思いまして、その意味でお伺いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

【林座長】  内田先生、ありがとうございました。 

 時間がないのですけれども、私からも１点だけ。ＣＯＮＥＣＴの資料のスライドの６ペ

ージのところで、先ほどよりいろいろ議論のあるところですけれども、ネットワークの品

質測定というのがミッションの１つに挙げられております。先ほど来、御議論があります

ように、固定ブロードバンドサービスというのは利用環境によって実効速度が大きく異な

りますし、固定アクセスの計測場所の選定だとか、サーバの設置場所の地理的分散の問題、

つまり、東京のみ設置サーバを設置する場合は、東京もしくは周辺地域のみで事業を行っ

ているＩＳＰの方がより良好な結果を得られやすくなるという問題もあるかと思うのです

けれども、その辺り、いろいろ品質測定は難しいと思うのですが、現時点でどういった課

題を捉えておられるのか、時間があれば御教授いただければと思います。 

 それでは、先ほど江﨑構成員、内田構成員、それから私から頂いた質問につきまして、

まず、吉田様から御回答をお願いできますか。 

【吉田構成員】  いろいろ頂いてありがとうございます。江﨑先生から御指摘いただい

た、トラヒックがあるところじゃないとオペレーションとの一体性を考えるとなかなか、

正直ベースで難しいところはありますので、そのキャッシュと実利というか、そこは非常

に難しい問題だと思っています。ただ、地方分散というのはうまくやっていく。キャッシ

ュも今、首都圏に集中しているのであれば分散化をしていくことは必要ですし、そういっ

た中でうまくバランスを取っていくというのは目指していくべきかと思います。グローバ

ルとの関係ですと、一応弊社はグローバルビジネスをやっておりますが、海外から流入し

てくるところはなかなか難しくて、私たちＩＳＰではコントロールできないので、そこは

ＣＤＮ事業者さんとか、グローバルプレーヤーの皆さんと議論していく必要性はあるかと

いうのが１つ目かと思います。 

 ３つあるうちの２つ目で、今の技術的な課題ですけれども、見える化というのが１つや
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らなければいけないところでして、トラヒックの見える化は接続形態というのを各事業者

さんが全て明らかにしてくれないと、正確なところは分からないというのが正直なところ

です。これは今、取り組んでいるのですけれども、例えば、イベントがあったといったら、

どこから入ってくるのかというと、全部皆さん、接続形態がきていて分かっているわけで

はないし、なかなか言えないところもあって、その中でどのように見える化をしていくか

というところが大きな課題かと。ただ、そこをやっていかないと実際にどのように対応策

を取っていけばいいのかが分からないので、その辺が課題かと思っています。 

 最後、御質問いただいた品質のところは２つありまして、ピュアに、コロナの前後で例

えば、マンションインターネットみたいなところは、皆さん家から集中して同じ時間にア

クセスするので逼迫しているとか、そのようなことは見えてきていると思うのです。そう

いったことを解決していくということなので、いろいろな測定ポイントで見ていく必要性

と、あとは計測の仕方の問題もあると思っていまして、いろいろな事業者さんがそれぞれ

やっているのですけれども、実際にどうなのかというのは、同じ測定方法ではないので、

そういったことがエンドユーザーに対してちゃんと分かるように、誤解のないような情報

提供をきちんとしていくことも必要かと思います。以上です。 

【林座長】  ありがとうございました。 

 アカマイ様からも、もしよろしければ御回答お願いします。 

【アカマイ・テクノロジーズ 伊藤氏】  アカマイに対しての御質問というところで言

えば、技術的な問題以外に何かあるのかというところが１個あったのかと思ったのですけ

れども、そちらで？ 

【林座長】  おっしゃるとおりです。 

【アカマイ・テクノロジーズ 伊藤氏】  そうですね。説明資料にもありますとおり、

トラヒックを分散して配信するための技術はもう既に存在はしております。ただ、配信す

るためのサーバのロケーションだったり、機器は有限リソースになっておりまして、ここ

が例えば、我々の方からサーバをお送りさせていただく場合にも、ＩＳＰさんの中にもう

サーバを配置するスペースがありませんとか、もしくはネットワークを終端するためのポ

ートがありませんといった制約によって、置くことが厳しいですよねという話も実際存在

する状態になっております。なので、ＩＳＰさんにとって置きやすい環境と言うのですか

ね、分散して配信するために必要なスペースだったり、機器だったりというところがスム

ーズに届きわたるようなところがあると、１つそういった課題の部分については解消され
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ていくのかと思います。 

【林座長】  ありがとうございます。 

 最後にＮＲＩの桑津様、お願いいたします。 

【桑津構成員】  桑津でございます。御質問は、今の新常態がワクチンによって解消さ

れたときに、もう一回このテレワークというのはなしで昔に戻れるのかと。だとしたら、

新常態に対応するのは例外かという議論だったと思います。企業内の雰囲気ということで

すが、全てを聞いたわけではもちろんないのですが、弊社も含めて新常態派と保守復帰派

が水面下で戦っているというのが現状です。テレワークはやむを得ずやったわけですが、

次の問題はオフィス改正というのと、定期券をやめろという議論でありまして、ここまで

踏み切れるかというところが非常に問題になっています。保守派にも言い分はあって、例

えば、Ａｐｐｌｅやヤフーなどは前からも言っていましたけれども、ヤフーさんは、北米

さんもですけれども、コロナの前からテレワークやり過ぎはだめだとおっしゃっていまし

た。Ａｐｐｌｅさんも聞き及ぶところでは、あまりやっていないという議論もされていま

す。つまり、大事な仕事は集まらなければいけないのだと。これも一面の真実だと思いま

す。 

 一方で、今回、このテレワークが現に入ったわけでありますから、これは最初にも申し

ましたが、デジタルを５年から１０年先に進める効果があったと思います。日本企業は特

にですけれども、生産性が現に低いのでありまして、生産性をどうやって上げるのかと。

保守派から言わせるとテレワークでさらに落ちたという言い方ですけれども、これは逆で、

テレワークを使って生産性を上げる方向に向かうべきだという議論なのだと思います。で

すので、どっちが勝つとかという議論ではないのですが、私は社内のポジションとしては

新常態派として、デジタルが前に進む良いきっかけの１つと見るべきなのだと。したがっ

て、よりこの方向感で進めていく方向が日本の目指すべき対応であって、日本国はちょっ

と前までデジタル化が遅れに遅れてガラパゴス呼ばわりされていたわけでありまして、こ

れを機会に前向きな方向に持っていくのがあるべき姿ではないかという方向感で主張して

おります。ただ、特に企業経営者を中心に、集まってやりたいし、俺の目の届くところに

いてほしい、という声は非常に強くて、簡単には決着がつかないと思っています。 

 ただ、１個だけ転換点があるとしますと、採用の遠隔化と同じでございまして、おそら

く学生さんなのだと思います。今回、学生さんは期せずしてテレワークを目の当たりにし

まして、テレワークをやらない会社には入らないのではないかという議論が出始めていま
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すので、就職ランキング等を通して、これやっていないと入らないぞという議論に、やっ

ていない会社はブラックですと。総務省さんの前で言っちゃいけないのですかね、その議

論が非常に出てまいりまして、結局、就職ランキングと同じで、学生さんは一見浮ついて

いるように見えて、彼らの見ている方向感は、結局、世の中進んでいるのですよね。です

から、私は媚びる気はありませんけれども、新常態系の主張というのが徐々に増えていく

といいますか、抵抗感はあっても前に進むと私どもは思っていますし、そのような方向感

で取り組むことが日本のデジタル化、もしくは世界の市場競争におけるサバイバルにつな

がると思っています。以上です。 

【林座長】  ありがとうございます。桑津様、最後、うまい形でまとめていただいたと

思います。活発な御議論を構成員の先生方、ありがとうございました。予定の時間を少し

過ぎておりますので、一旦、質疑は終了したいと思います。さらに御質問、御意見がある

場合は１２月４日、今週末を目途に事務局まで御質問をお送りいただきまして、事務局か

らまとめて御発表いただいた構成員、関係事業者へ質問させていただくことにしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 続いて、事務局から提案募集の実施について御説明をお願いいたします。 

（資料1-7に基づき事務局より説明。） 

【林座長】  ありがとうございます。 

 それでは、最後に全体を通しまして、これだけは言っておきたい等、御発言ございます

か。よろしゅうございますか。 

 これにて閉会となります。 

 最後に、事務局から今後の予定について御説明をお願いいたします。 

【武田データ通信課課長補佐】  次回の研究会につきましては、来年の１月１５日の開

催を予定しております。詳細な日程、会場等については別途御案内いたします。 

 以上、よろしくお願いします。 

【林座長】  ありがとうございました。 

 それでは、本日はこれにて閉会いたします。少し遅くなりまして、申し訳ございません。

皆様、ありがとうございました。 

 

以上 

 


